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積み上げ歌「クリスマスの 12 日」に見られる 
反復と意味解釈について 
―認知言語学の視点からの分析― 
Repetitions and Semantic Interpretations of Cumulative Rhyme 
“The Twelve Days of Christmas”: 
An Analysis from a Cognitive Linguistics Viewpoint 







      (2) イディオムの意味理解について 
4. 積み上げ歌「クリスマスの 12 日」の分析 
   (1) 文化的背景について 
   (2) 英語と日本語の歌詞について 







たとえば「もみの木 (O Christmas tree, ドイツ民謡、中山知子 訳詞）」、「ウェ
ンツェル王様は（Good King Wenceslas, イギリス民謡、北村宗次 訳詞）」、「わ
たしは見ていた（三そうの舟）（I saw three ships, イギリス民謡、北村宗次 訳
詞）」、「ひいらぎ かざろう（Deck the hall, 讃美歌第二編 129 番、松崎 功 訳
詞）」、「いそぎ来たれ、主にある民（O come all ye faithful, 讃美歌 21、259 番）」、
「まきびと ひつじを（The first noel, 讃美歌 21、258 番）」、「われらは きた
りぬ（三人の博士）（We three kings, 讃美歌第二編 52 番、池宮英才 訳詞）」、
「ああ ベツレヘムよ（O little town of Bethlehem, 讃美歌 21、267 番）」、「聞
け、天使の歌（Hawk! the herald angels sing, 讃美歌 21、262 番）」、「きよし こ
の夜（Silent night, 讃美歌 21、264 番）」といった歌が、「クリスマスのうたの絵
本」という本(H.A. Rey (1944)) We Three Kings and other Christmas Carols の
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とを目指す。この歌の最後を締めくくる “and a partridge in a pear tree” とい
う表現が、決まり文句となっていく背景について論じる。 
2. 積み上げ歌とは 












積み上げの形式を持っている歌は「クリスマスの 12 日 (The Twelve Days of 
Christmas)」だけではない。比較のために他の積み上げ歌も紹介する。「クリスマ
スの 12 日」と同じくマザー・グースに収められている「ばあさんいちばでぶたか
った (An old woman went to market and bought a pig)」や「これはジャックの
建てた家（This is the house that Jack built）」は積み上げになっている。谷川俊
太郎（訳）、和田誠（絵）、平野敬一（監修）による「マザー・グース（1）：「これ
はジャックの建てた家（This is the house that Jack built）」と「マザー・グース
（4）：「ばあさんいちばでぶたかった (An old woman went to market and bought 
a pig)」から英語と日本語で紹介する。まず、「ばあさんいちばでぶたかった (An 
old woman went to market and bought a pig)」は、「ばあさんいちばでぶたかっ
た ちゃんと四ほんあしがあるのに ぶたはうごこうともしなかった さてさて
どうしたもんだろう？」 (ibid.104) と始まり、「しばらくいっていぬにたのんだ 
いぬ いぬ ぶたにかみついとくれ（略）…」「しばらくいってぼうきれにたのん
















This is the house that  
Jack built. 
 
This is the malt 
That lay in the house that 
Jack built. 
 
This is the rat, 




This is the farmer sowing 
his corn, 
That kept the cock that 
crowed in the morn, 
That waked the priest all 
shaven and shorn, 
That married the man all 
tattered and torn, 
That kissed the maiden 
all forlorn, 
That milked the cow with 
the crumpled horn, 
That tossed the dog, 
That worried the cat, 
That killed the rat, 
That ate the malt  







これはジャックのたてた […] ねずみ  
（と続く。途中は筆者による省略） 
 
これはジャックのたてた いえに  
























いる。ここでは Brown Marcia (1972). The Bun, Harcourt Brace Javanovich, 
Inc., New York （「パンはころころ」（マーシャ・ブラウン（絵）、やぎたよしこ
（訳））1976. 冨山房.）マーシャ・ブラウン（作）やぎたよしこ（訳）を紹介する。 
 
むかし むかしの のことだけど、 おじいさんと おばあさんが くらしてた。 
あるひ、おじいさんが こう いった。 
「なあ、ばあさんや、おねがいだ、わしに パンを つくって おくれ」 
「つくれる はずが ありません。うちには こなが ないんです」 




























































おじいさんが もりを あるいていきました。 
こいぬが あとからついていきました。おじいさんは 
あるいているうちに、てぶくろを かたほう おとして、 
そのまま いってしまいました。 
すると ねずみが かけてきて、てぶくろに もぐりこんで いいました。 
「ここで くらすことに するわ」 




























も、「クリスマスの 12 日」には違いがある。「クリスマスの 12 日」では贈り物さ
れる内容物について、贈り物そのものの数は増えていくものの、大きさや素晴ら
しさは必ずしも増大しているというわけではないのである。また、「クリスマスの





































 積み上げ歌「クリスマスの 12 日」のしめくくりの歌詞である"and a partridge 
in a pear tree” という表現は、字義通りには「一羽の梨の木にいるヤマウズラ」
という意味である。これは単なる語の構成要素を合体させただけの意味である。
しかし、それが歌として歌われるうちに全体の歌の流れの中で「積み上げ」とい





partridge in a pear tree” が前後の歌詞なしに用いられている時、これは当該文
化の中における意味拡張と言えるのではないかと考えた。 
(2) イディオムの意味理解について 
 イディオムと一口に言っても、Gibbs (1994) を始め、諸言語について多くの先
行研究がある。また、日本語のイディオムについても、庄司 (2010)のような認知













































単語が独立して持つ意味、つまり “and,” “a,” “partridge” 等を単純に足していっ
て最終的に出来上がる総和以上のゲシュタルト構造を持つものであると考えるこ
とができるのである。イディオムの種類をさらに分類することもできるが、本稿














論じていないことから、本稿が取り上げる“and a partridge in a pear tree” とい




庄司 (2010: 17-18) は、イディオムを構成語の語連結が自然で解釈可能な自然
連結イディオムと、構成語の語連結が変則で現実世界にない事柄を表している変
則連結イディオムに分類している。たとえば “kick the bucket”（バケツを蹴る→
死ぬ）は自然連結イディオム、“bring a storm about one’s ears” (耳の辺りに嵐を
もたらす→物議をかもす)は、変則連結イディオムであるとしている。その分類に









"and a partridge in a pear tree” は “kick the bucket”（バケツを蹴る→死ぬ）や 
“spill the beans”（豆をばらまく→秘密を漏らす）のような自然連結イディオムで




















キリスト教国では、クリスマスの祝祭は、キリストの誕生日の 12 月 25 日一日だけでは





Day) とも言いますが、お祝いのミンスパイや十二日祝い菓子 (twelfth cake) を食べた
後で、この唄で罰遊びをして楽しむ習慣がひろくおこなわれています。（吉田新一の解説




がわかる。日本では、12 月 25 日の後、さらに 12 日間クリスマスが続くと考え







On the first day of Christmas 
My true love sent me  
A partridge in a pear tree. 
 
On the second day of Christmas  
My true love sent to me  
Two turtle doves, 
And a partridge in a pear tree. 
 
On the third day of Christmas 
My true love sent to me  
Three French hens, […] 
（と続く。途中は筆者による省略） 
 
On the twelfth day of Christmas 
My true love sent to me  
Twelve lords a-leaping, 
Eleven ladies dancing, 
Ten pipers piping, 
Nine drummers drumming, 
Eight maids a-milking, 
Seven swans a-swimming, 
Six geese a-laying, 
Five gold rings, 
Four calling birds, 





Two turtle doves, 




また、12 日目だけ抜粋して比較すると、Laurel Long 2014 “The Twelve Days 
of Christmas,” New York: Puffin Books からの歌詞では違いも見つけられる。伝
承される間に歌詞が多少異なるものが出てくることが想像できる。 
 
On the twelfth day of Christmas, 
My true love gave to me  
Twelve drummers drumming, 
Eleven pipers piping, 
Ten lords a-leaping, 
Nine ladies dancing, 
Eight maids a-milking, 
Seven swans a-swimming, 
Six geese a-laying, 
Five golden rings, 
Four collie birds, 
Three French hens, 
Two turtle doves, 
And a partridge in a pear tree! 
 
さらに、ボーラム（絵）(1999)による「クリスマスの 12 にち」では、Four colly 
birds とされ、鳥の一種である colly 以外は、レイ (作者) (2003)「クリスマスの
うたの絵本」とほぼ同じである。谷川俊太郎（訳）、和田誠（絵）、平野敬一（監














クリスマスの 12 日め 
とんだりはねたり 12 人の紳士 
踊るレディが 11 人 
笛吹く笛吹き 10 人と 
太鼓を叩くドラマー9 人 
乳しぼり娘 8 人と 
泳いでる白鳥 7 羽でしょ 
卵を抱いた 6 羽のがちょう 
金の指環が 5 つもよ 
おしゃべり鳥を 4 羽でしょ 
フランスからきためんどり 3 羽 
きじばとを 2 羽、それからね、 







ボーラム（絵）(1999)「クリスマスの 12 にち」では、12 日目は以下の和訳に
なっている。 
 
さあ クリスマス じゅうににちめの 
おくりものは 
12 にんの ゆかいな しんし 
11 にんの（これまで当該絵本の中で描いてきた絵） 
[…]（10 から 3 までは、筆者による省略） 












石坂浩二（訳）「クリスマスの 12 にち」では以下のように訳されている。 
 
さあ クリスマス 12 にちめは 
さびしいけれど ツリーを しまおう 
12 にんの おとうさん  
ぴょんと とんで はい ポーズ 
11 人の おしゃれな おくさま 
おしとやかに ひとおどり 
10 人の そろって ふえを ふく ふえを 
ふく 
くにんの ドラマー ここのつの ドラム 
はちにんの おじょうさん めうしも はっと
う 
ミルクを しぼる 
ななわの はくちょう おやこで およぐ 
ろくわの がちょうの おかあさん  
うんだ たまごは いったい いくつ 
ゆびわの ひかり まあるく いつつ 
よんわの ことり おが ながい 
さんわの にわとり フランス国旗  
にわの きじばと なかよしさん  





















二わの きじばと そして 
一わの なしのきにとまるやまうずら 
 
 鈴木紘治 (2012: 200-204) は、「マザー・グースの謎を解く―伝承童謡の詩学
―」において、この詞を朗唱していくと二つの点に気づくとして、以下のように
指摘と分析をしている。 






１～２行は[t]音、3~4 行は[l]音が繰り返されている。5 行目は[p]音、6 行目は





鈴木は「lord, lady, piper, drummer の存在は、宮廷か貴族の屋敷といった雰囲気
を設定するのに、役立っている」と指摘している。さらに、「鳥が題材になってい




rings ではなく、gold eggs ではなかったかと思う。前行の “Six geese a-laying,” 
の後にすぐ “Five gold eggs,” と続いたのではあるまいか。ガチョウが金の卵を
生むという伝説は広く流布しており、マザー・グースでも 15 連から成る<<Old 
Mother Goose >>のヴァリエーションなどにみられるので、無理のない発想と思
う。Gold eggs が gold rings に変わったのは、おそらく 3~9 行が ing 形で終わ
っており、それと音を合わせようとする気持が働いたことと、恋人への贈り物と
して、内容的にも gold rings の方がふさわしいと判断されたためであろう」と分
析している。本稿では、肯定的な価値のあるものが、大量に贈られた、それも毎
日連続的に男性から女性には「うずら」や「きじばと」といった様々な鳥や色々
な人たちが 12 日間、積み重ねて、贈られ続けたという表現に注目したい。 
(3) 反復と意味解釈：書かれていないものを読む 











ている時に、父親がおどけて“And a partridge in a pear tree.” とかぶせれば、
まだまだたくさんもっとほしい、ということだねとふざけて念を押すことができ
る。これは 1 月 6 日までクリスマスが続くと考える文化を共有していなくては
理解できない意味解釈である。たとえば、the free dictionary.com では、





A: Do you think you'll be able to remember everything? 
B: Oh sure, you just want me to pick up butter, eggs, shampoo, conditioner, 






























用いられる背景を認知言語学の視点を用いて分析した。英語の "and a partridge 
in a pear tree” という表現は、一つ一つの構成語による総和以上のゲシュタルト
構造を持っているイディオムである。しかし、単なるゲシュタルト的意味を持つ
イディオムではなく、クリスマスを 12 月 25 日から 1 月 6 日までという期間、12
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